








要約:一過性高ガラクトース血症、新生児肝炎(2 例)、胆汁うっ滞型肝障害および二次性

高ガラクトース血症と診断された乳幼児期肝障害 4例において、一過性の低セルロプラス

ミン(Cp)血症(血清で<10mg/dl)を認めた。これらの 4 症例の特徴として、GOT 優位の肝機

能障害、胆汁酸の高値、高ガラクトース血症、アミノグラムの異常(Met,Tyr:Cit の高値

とフイッシャー比の低下)などが認められ、主として胆汁うっ滞型の肝障害を示した。血

中 Cp 値は生後 6 力月以後に回復上昇を示したが、1 例は 1 歳前後で 13～16mg/dl とまだ

低値であり現在経過観察中である。他に 7 例の乳幼児期肝障害例において血中 Cp 値を検

討したがいずれも正常であった。以上より、スクリーニングの実施時期としては 1歳半か

ら 3歳検診の間が適当と思われる。


